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NO.10 　2011.7.22





全日本国立医療労働組合








7月1日～２日、岩手の青年の「被災地の役に立ちたい」との発想から、地区青年集会は釜石市でのボランティア活動に参加しました。


初日は釜石市内の現場の見学と釜石病院院長の講演。まずは街の被害の様子を見ました。３月11日から時間が止まったままで、「がれき」というけれど、そのたくさんのものは人々の生活の跡であることを実感したと、ある青年は感想を語りました。釜石病院院長の講話は「いま、被災地で必要とされる医療とは」とのテーマ。「復旧しつつあるが、まだ避難所で暮らす人、仮設住宅にいる人がたくさんいる中で、自分たちのできることをやっていきたい」「時間がたち、気が緩んできたところもあるが、災害を忘れずに備えていきたい」などの感想が聞かれました。


２日目は実際に活動に参加。ボランティアセンターに行き、登録と保険の手続きをした後、現場に入りました。午前中はある仮設住宅地で暑さをさえぎるための「緑のカーテン」を作る作業。まずは朝顔の苗をプランターに植え、指定された家まで皆で運ぶ。その後、つるを這わせるためのネットを作り、家の軒先に取り付けてゆく。ある青年はプランターを運んでいったとき、家の人から感謝の言葉をかけられました。「自分でも役に立つことがあるのだ」と話してくれました。避難している住民の方も何人か手伝ってくれました。午後は公共施設の地下駐車場に入り込んだ泥を撤去するための補助作業。皆で割り箸を手に、側溝に入りこんだ泥を丁寧にかき出しました。


作業後に皆で感想を話したとき、「何かできることは無いかとずっと思っていた。」「いままで何もできなかった。」「もっと早く来たかった。」と口々に話し、傍で聞いていて、まるで自分を責めているかの様に聞こえる程でした。しかし、彼らはボランティア活動の性格をできるだけ大切にするため、交通費も装備も持ち出しで参加しています。食事や水分補給は自分で用意したものの他、釜石支部の皆さんから支援を得ました。宿泊はいこいの家。もちろん、岩手地区からのサポートも受け、そういう点では確かに自己完結型のボランティアではないが、皆、自分の明確な意思を持って参加しました。活動を通じて、そして最後の反省を通じて、岩手の青年の心意気に触れた集会でした。被災はしたが、岩手の未来は明るい。


岩手地区青年部長　藤原裕樹


東北地方協　高橋優知





　大会２日目、交流会を行い、全体で33人が参加しました。参加者には初めて全国大会に参加した人や地区の青年部長をやり始めた人も参加。２時間の短い交流でしたが、地区や地方協の青年部活動の交流や仕事の話、大会の話題などで盛り上がりました。








待ってるよ！





　関信地方協青年部は、６月18日から２日間、新潟県で青年集会を開催しました。青年集会で「東北で頑張っている仲間に何かしたい。何か応援できないか」ということで、東北地方協へ寄せ書きとカンパ活動を行いました。


　その寄せ書きを全国大会で直接東北地方協に渡しました。





今回のテーマは「絆」。今年は和歌山県の南紀白浜に日本中の医療労働者が集まり、交流を通して学び、成長できる企画です。








